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キーワード： キチン，大腸菌で発現した AMCase の性質 

概要 

大腸菌で発現した AMCase は至適 pH が pH 2.0 で，酸性および塩基性条件下で強い安定性を示
した．さらに，酸性および中性条件でも熱に対して比較的安定であった． 
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AMCase は喘息の治療ターゲットになりうることが示されている．この酵素の基質特異性と産物の
同定を進めることで，阻害剤の開発等につながる． 

我々は，マウス AMCase を，その N 末に Protein A を，C 末に V5 epitope と His タグ を有する 
Protein A-AMCase-V5-His として発現した（図１）．この大腸菌組換え酵素の性質を明らかにする
ため，4-nitrophenyl N, N′-diacetyl-β-D-chitobioside （図2）を基質として，酵素の基本的性質を
明らかにした．この組換えマウス AMCase の至適 pH は pH 2.0 で，その条件での至適温度は 
54℃ だった（図３Aと３B)．この組換え酵素を pH 1.0 から pH 11.0 に氷上で１時間放置しても酵素
活性は全く影響を受けなかった（図３C)．さらに，この酵素は pH 2.0 あるいは pH 7.0 で 54℃まで
の熱安定性を示した（図3D）． 

図１. 大腸菌で発現した融合タンパク質の模式図 

図３. 大腸菌で発現したマウス AMCase の性質 
(A) pH 依存性， (B) 温度依存性， (C) pH 安定性，(D) 熱安定性 

図２. 4-nitrophenyl N, N'-diacetyl-β-D-chitobioside  
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